第2章　古代・中世の泊村

笏賀郷

　河村郡は、笏賀・舎人・多駄・埴見・日下・河村・竹田・三朝の八郷からなる。

　このうち笏賀は、「延喜式」にみえるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くつが),笏賀)駅のあったところで、「平城宮跡出土木簡」にも「笏賀郷」の名がみえる。旧久津賀、泊、三橋村で、今の泊村の地域、河村郡の海岸で東端で、山地がせまっている。因幡国と伯耆国を結ぶ交通の要衝であった（『鳥取県史』1、原始・古代）。
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古代の駅制と笏賀駅
　「延喜式」によると、伯耆国は「駅馬、笏賀・松原・清水・和奈・相見各5匹、伝馬、河村・久米・汗入・会見・八橋各5匹」とみられ、因幡国の各駅家の馬数が8匹であるのに、伯耆以西は5匹と駅制の小路の規定に一致していた。因幡側からみると、伯耆国の最初の駅家は笏賀駅である。その位置について諸説があり、『大日本地名辞書』は現在の橋津川以東の地とし、井上通泰は泊村を充て、『鳥取県郷土史』は、橋津付近を考え、中林保は、泊村石脇に「久塚」の小字のあることから、石脇を比定している。いずれにせよ、因幡の柏尾駅（青谷付近に比定）から隔ること遠くない地であろう。
　笏賀駅を泊村内とすると、交通路はそこから西南に折れ、舎人郷を経て東郷湖の南岸をたどり、河村郡郡家を経て次の松原駅に達したと思われる。中林保は、小鴨川が竹田川に合流し、天神川となる合流点、現倉吉市巌城に、松原駅を比定しており、ここから国府へ向かう。

伯耆国司の神社巡拝
　東伯耆の久米郡の西方に、国府・国分寺が置かれたが、この地域は古代から中世にかけて、伯耆における政治・文化の中心であった。これに近接する河村郡のうち『伯耆民談記』に「古浜辺郷」とも記されている久津賀の地域は、日本海の海路への出入口であり、ここに東伯耆の物産が集積され、都に運びだされたのであろう。

　奈良・平安時代の国司の第一の国務に国内諸神への参拝がある。『朝野群載』の「国務条々事」では、神拝の後、吉日をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(えら),択)び、初めて政を行う事」という一項があり、任国に下向した国守は、何よりもまず神拝を第一とするようにとされている。いま、『時範記』によって因幡についてみると、因幡国守の平時範は、因幡国府に到着するとすぐに神拝のための用意を命じ、惣社を参拝し、ついでEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ざいちょうかんじん),在庁官人)を従えて宇倍社へ参拝している。国司は、総社から因幡一国の大社一宮に赴いている。
　伯耆の総社は国庁裏神社といわれている。伯耆国府推定地に続く台地にあり、その境内の西端の切り通しに建物の跡が発見されている。伯耆国総社について、『三代実録』によれば、貞観15年に無位国庁裏神社に授位するとある。

　総社の参拝の後、伯耆一宮に参拝し神事、仏事を行うのである。『時範記』では、一宮での8日の滞在の記事がある。伯耆国府から伯耆一宮倭文神社への国司の拝巡行程は、国庁を出発した国司が、在庁官人を従えて船で国府川をくだり、その下流天神川から東郷湖へ出る。湖上をわたって着岸し、宮内の伯耆一宮に到着したものと思われる。

　神事をおえた国司の一行は、海上を通って泊浦に着くか、または、陸路をとって久津賀駅に至り、古代の官道を通って久米郡に入り、伯耆国庁に帰着したものであろう。国内諸社巡拝について、国司の行程をこのように想定すると、東伯耆の重要な地域と、水運の便が注目される。この行程は、物資の運搬の路であり、古代・中世から近世に至るまで利用されたものであろう。物資の集散地、水運の路線は重要であった。
古代伯耆の物産
　律令制下の農民の主な税は、租・庸・調・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぞうよう),雑徭)があり、租は田租で、一段につき稲二束二把の割合でEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こくが),国衙)（国司の役所）に納め、庸は労役に服する歳役であったが、ふつう庸布で納めた。地方の特産物を中央政府に納めるのが調である。このうち正調は、絹・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あしぎぬ),絁)・糸、綿（真綿のこと）、布の繊維製品を原則とした。「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(えんぎしき),延喜式)」に、調・庸の品目が国別にきめられているが、やはり繊維品が多かった。伯耆国のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ちょう),調)として「白絹十疋、緋帛、縹帛、各二十五疋、橡帛十二疋三丈、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くろの),皀)帛二十疋、帛二百六十疋、自余輪二絹、綿、鍬、鉄一」とされている。

　伯耆の貢納物のうち、「延喜式」に「紙、紅花、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(むしろ),席)、椎子、鮐皮、煮乾EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あゆ),年魚)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きたい),雑腊)」を挙げている（『鳥取県史』‐原始古代）。

これらの物産のうち、泊村の産物だけをとりあげることはできないが、古代の産物の一端をうかがうことはできる。これら品々は海路運送されたであろうから、その積み出しの港について考察する必要があろう。

伯耆国笏賀庄
　荘園は、有力な寺社や貴族が土地を開墾し、そこに荘とよばれる倉庫などの建物を設け、付近の農民や浮浪人を使って土地の経営を進めていったこと、にはじまる。

　十世紀以降になると、中央の有力な貴族・寺社、なかでも藤原摂関家では、数多くの荘園の寄進をうけ、その経済力をつよめていった。いま藤原氏の荘園のうち、関白基通の諸荘園は、鎌倉時代初期の建久5年（1194）10月21日付近衛家所領目録にみえている。藤原基通は九条兼実の甥にあたり、のちに近衞を名のる。所領目録によれば、摂政兼経（基通の孫、近衞家の創始者）分の所領のうち、次のような記録がある。
　（前略）

　　　　（近衞兼経）

　　太閤

　　摂政　京極殿領内（豊島郡）

　　　　　摂津国椋橋東庄　寛元元年三月四日渡之
　　　　（儇子内親王）

　　　　　冷泉宮領内

　　　　　伯耆国笏賀庄　同三年七月廿三日渡之
　　　　　京極殿領内（和泉郡）

　　　　　和泉国今泉庄　同四年八月廿五日渡之
　　（下略）　　　　　　　　　　　　　　（『鎌倉遺文』七六三一号文書近衞家所領目録）

　このうち、伯耆国笏賀庄は、冷泉宮領の内の一であった。冷泉宮というのは、三条院皇女で儇子内親王のことである。冷泉宮領はこの地に近江国鈎御園、山城国岡屋庄、伊勢国船江庄、摂津国八多庄など数多くあり、いずれも近衞家領として伝えられたのである。これより後、建武3年（1336）8月27日、光厳上皇EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いんぜん),院宣)によって、勘解由小路光業に笏賀庄知行が安堵されている。ただし、南北朝の時代になると、武士の勢力が強大となり、しばしば武士によって荘園は侵略された（『角川日本地名大辞典31鳥取県』）。
伯耆守護山名氏

　南北朝室町時代の伯耆を考える上で、重要な役割を果したのは、山名氏の動向である。山名氏は、上野国（群馬県）の一豪族で、南北朝の動乱を機に各地に転戦して戦功を積み、山名時氏は伯耆の守護職を獲得した。足利尊氏の執事高師直は、建武4年（1337）7月13日、山名時氏に京都の醍醐寺蓮蔵院領となっている伯耆国国延保における甲乙人（一般の人）の濫妨を止めるように命じている。いま一つ、足利幕府は山名時氏にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みぎょうしょ),御教書)をもって指示しているから、これによっても伯耆守護として山名時氏が実務をとり行っていたことがわかる。
　南北朝、室町時代の守護の居館を守護所という。江戸時代の伯耆の地誌の1つ『伯耆民談記』（寛保2年ごろ成立）に山名氏の拠点として国府川筋に田内城があり、今の村（倉吉市田内）に侍町、寺院があった、とその伝承を記す。田内城を去る南西約2キロの地にある打吹城も、山名氏の築城といわれている。
　打吹城は標高208メートル。ここは東伯耆三郡のひとつ、久米郡のほぼ中央にあたり、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こくが),国衙)（国司の役所）にも近い。

地形的にも城郭をおくにふさわしい場所といえる。

　徳永職男『因伯地名考』のうち、「河村郡」について次のように記している。
　　郡内には、舎人郷に倭文神社、日下郷に波々伎神社があり、いずれも式内社である。倭文神社は伯耆一ノ宮であり、波々伎神社の社名が「伯耆」の国名に関係があるのではないか、……。

　　現在、国の史跡となっている橋津古墳群は、笏賀郷あるいは舎人郷に属するもので伯耆の国府は久米郡におかれたけれども、それ以前の古い時代にあっては、河村郡が伯耆国の政治・文化の中心であったかもしれぬと考えられる。
　久米邦武『裏日本』（423－24ページ）でも、河村郡の地域を特に重視して考察している。

　　此辺の野に南条・北条等の名を存するのは、国郡制の時に条里の田地割をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たず),繹)ぬべく、東郷・西郷の名も、亦其の縁由あることなり。松崎は、東南鉢伏山の川上峠より出る東郷川を前にし、御冠山を負ふ。室町府の初めに、山名師義が守護となり、此に城いて治所となしゝ所なり。師義の死後に、其子の氏之（氏幸）、弟の満幸より奪はれしに、明徳の戦に満幸敗死し、氏之その戦功にてこれを復して倉吉に移れり。東境の要害の地なり。
　　……浅津の北を橋津といふ、海に浜して港をなす、東伯に良港乏し、橋津を物産EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(と),吐)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(のう),納)（出納）の港となす。
　久米は、山名師義のよった伯耆の拠点について「松崎」を想定し、ここを治所（守護所）とみる。そして松崎城を「東境の要害の地」としているが、その根拠は、東郷湖の水運、東伯耆の良港橋津に着目し、久米郡に先んじた河村郡の重要性を主張し、室町初期の守護町としている。この論は将来史料的な調査の結果をまたねばならないが傾聴すべき卓説である。泊浦をふくめた河村郡の沿岸の港は古代・中世の要衝の地である。

河村氏と伯州国人

　河村郡をふくめて、東伯耆三郡は、河村・久米・八橋である。本村域は河村郡にふくまれ、地方住人のうち河村氏が知られている。『太平記』に、河村氏を伯耆国河村郡から起こる、と記す（岩波『太平記』二）。地名を苗字としていることからみても、河村氏は河村地方住人で、おそくとも平安末期になれば河村郡に勢力を保持していたと思われる。

　南北朝の動乱のうち、貞和3年（正平2）11月、足利方の山名時氏、細川顕氏らは、南朝党の楠正行と摂津住吉瓜正野、および天王寺で戦って、敗北した。
　この時、山名勢の中にあって伯耆国人の「河村山城守EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ただ),只)一騎返合セテ」敵を防ぎ、大将山名時氏は無事に撤退することができたという。この河村山城守は河村郷の河村氏の一族であろう。
　『太平記』のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かう),神)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ない),南)合戦の項に、この時、山名右衞門ノ佐の従兵をあげている。

　伊田・波多野・多賀谷・浅沼・藤山・土屋・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふくより),福依)・石原・久世・竹中・足立・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かわむら),河村)・首藤・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おおには),大庭)・福塚・佐野・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こつくり),火作)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うだ),歌)河沢・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しき),敷)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(み),美)以下、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(むね),宗)トノ侍八十四人、其一族郎従二百六十三人
　山名氏の軍勢には、前掲史料の中に因幡・伯耆の国人の名があり、このうちの伯耆の有力国人に「福依・足立・河村」など諸家が考えられる。それぞれ、「福依新兵衞・足立新左衞門・河村隼人」と、記されている（『太平記』）。彼等は伯耆住人であろう。神南合戦は、山名一族が足利将軍家に反抗して領国の兵を率いて京へ進出しようとしたもので、この戦いでは、河村弾正は山名右衞門佐に乗替の馬を用意し、自らはついに戦死した。
　山名右衞門ノ佐は河村弾正の死をいたみ、「此軍ニ討レツル者共ノ名字ヲ一々ニ書注シテ、因幡ノEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いわ),岩)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つね),常)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(だに),谷)ノ道場へ送リ、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぼうそつ),亡卒)ノ後世菩提ヲゾEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とぶら),吊)ハセ」た、と記す（同書）。

　『太平記』の記事からみて、伯耆の山名勢の中で河村郡の住人が、重要な役割を果していたことがわかる。このことは、久米郡と港をもつ河村郡が、守護勢力伸長のために重視されていた事情を推察させる。
伯州山名氏と河口城

　伯州の山名氏について、『伯州山名氏代々次第』に次のように記す。

　伊豆守時氏―右衞門権佐師義―讃岐守義幸、（義幸の弟）大膳大夫氏之―（氏之の子）大膳大夫煕之とつづき、煕之の注に「治世無し」とあれば煕之は早世したので、相模守教之が伯州守護を嗣いだ。

　応仁、文明の乱後の守護は、（教之の子）宮内少輔豊之―（豊之の子）刑部少輔政之―（政之弟の）相模守尚之となる。
　伯州山名家の成立と明徳の乱の関係は重要である。明徳の乱のてんまつについては『明徳記』にくわしい。

　14世紀末になると、山名氏は一族で山陰および山城・紀伊・和泉の11か国守護をかね、六分一殿とよばれてこのころ最有力の守護であった。室町幕府三代将軍義満は強力な守護大名の統制と勢力の削減とに努力し、明徳2年（1391）山名氏清をたおした（明徳の乱）。乱後、山名時煕に但馬、氏幸（氏之）に伯耆守護職を与えた。
　室町時代の中葉ころ、伯耆の支配に関する記録を調べてみると、伯耆守護としての史料を比較的多く伝えているのは、山名氏之である。本稿では、氏之の文書をとりあげて、応永年間の伯耆地方の情況を見ていこう。

　氏之の伯耆守護職継承は明徳4年4月のことである（河野文書）。応永ころの守護家の一族は京に邸をかまえており、守護の任国には守護所がおかれた。氏之自身は一族共々に京にあって、幕府に出仕していた。次にその一端をあげてみよう。

　『教言卿記』応永15年10月19日条に、

　　一、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(（義持・義嗣）),御両所)、御出二上椙一云々、山名EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てん),典)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きゅう),厩)許へ御出云々
　この記録によれば、足利将軍義持、義嗣は、京都にある上杉房朝、及び山名氏之の邸にのぞんだことがわかる。
　これより先、応永3年2月、領国の伯耆では、信濃守清高はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しょう),青)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(れん),蓮)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いん),院)領の伯耆国山守庄北谷EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しょ),所)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(む),務)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しき),職)を申請し、年貢六千疋を支払うことを約している。年貢支払いがとどこおっていたのを、守護が仲介して、その額を決定し、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うけ),請)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぶみ),文)を提出させたもので、仲介者として守護が当然経済的な利益をえていたものであろう。室町時代になると、守護の権力が増大し、地頭も守護被官に転化していったから、荘園領は、かれらの荘園の安全を確保するために守護の権力に依存したが、このようにして守護請が行われるようになった。青蓮院領伯耆山守庄北谷の例も、守護請の一例と思われる。
　守護所についてみると、守護はここにあって一国単位の広範な幕府行政を実施した。ふつう守護所は、国府の所在地、あるいは国内の交通・商業の要地におかれ、在地の守護所には、有力家臣団を守護代に任命して政務を行っていた。
　いま、現地支配に関する史料をあげると、応永15年12月付の文書に次のようにみえている。

　醍醐寺報恩院本号水、僧正雑掌申、蓮蔵院領伯耆国国延保事、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(げじょう),解状)如レ此、被官人押妨云々、事実者、無レ謂、早止ニ其妨一、可レ沙二汰雑掌一、若又有二子細一者、可二注申一之由、所レ被二仰下一也、仍、執達如レ件、
　　　応永十五年十二月廿三日　沙彌在判

　　　　山名右馬EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(（氏),頭)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(之）),入)道殿

　この文書は、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あんぶん),案文)ではあるが、時の将軍家EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かんれい),管領)であるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しば),斯波)義教が、伯耆守護である山名右馬頭入道（氏之）にあてたものである。
　京都の醍醐寺報恩院のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ざう),雑)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しよう),掌)（庄園の種々の雑事を扱った役人）の申請書によれば、蓮蔵院領伯耆国国延保では「被官人押妨」が続いている。そこで守護の権限において調査し、事実であればそのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひかん),被官)人（守護の家臣）の妨げを止めさせるように、と命じたものである。文書の形式は、将軍の命令を管領斯波氏がうけて、伯耆国の守護に指令したものである。おそらく伯耆守護では、管領の施行状に自己の守護遵行状をそえて、現地の守護代に命じて調査させたのであろう。応永年中、伯耆の守護代は、佐々木信濃入道が知られている（三宝院文書39、大山寺文書『鳥取県史』2中世資料編）。
　伯州山名氏の伯耆における拠点は、久米郡・河村郡、会見郡・日野郡にあった。伯耆久米郡では、打吹城をはじめ、「守護分」が地名として現在も残っている。

　伯耆国日野郡生山城主山名摂津守藤幸は、その本領は「伯州相見郡・日野郡」にあった（『閥閲録』巻29日野要人）が、日野山名について、『草刈覚書』に伯耆国尾高之城主山名摂津守藤幸を伝え、藤幸は天文年中、「南条・行松・小森以下伯州兵二千余」を動員する一大勢力であった。
　これに相応するのが泊村にあった山名家であろう。『伯耆民談記』に次のように記している。

　河口城

　　久津賀ノ庄泊村に至り、山名の一族刑部大輔久氏累代の家城なり。

「伯耆民談記」の伝えによれば、河口城主は山名氏で、代々つづいたとする。

　山名刑部大輔久氏についての所伝は、他に関係の史料がないので、これを明らかにすることはできない。『群書類従』所収「山名系図」にも久氏はみえない。

　「山名系図」では、伯耆守護相模守教之の子を宮内少輔豊之と記し、豊之は「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(（現大栄),由良)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(町島）),嶋)ニテ御生害」とあれば、戦国動乱期の伯耆で不遇な死をとげた守護であったことがうかがわれる。
豊之の後継者を豊之の子「刑部少輔政之」としている。

　「刑部大輔」のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かんと),官途)から、久氏は伯耆守護家に近い人物と考えられるが、「伯耆民談記」の史料の内容からみて久氏の活躍期が政之の時代から相当くだるようにみえるから、官途だけで両者の関係を推定することはできない。

　前述したように、伯州泊城は河村郡の重要な港湾であれば、伯州山名氏一門の有力者がこの地にあったことは容易に考えられる。
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記録にみえる伯州衆

　『大館常興EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しよさつしよう),書札抄)』は、室町幕府の内談衆の一、大館常興の記したもので、常興の手になる天文年中の日記も現存している。『書札抄』はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ゆうそく),有職)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こじつ),故実)書（武家の礼式・典故、官職などを研究する学問）の1つで、本書では将軍・公家・武家の上層階級にあてた武家被官人の書状のしたため方を記載し、文例を示したものである（『群書解題第二』）。このうち、「伯州衆之事」という項目中に、中世後期の伯耆の国衆の実名を伝えており参考になる。このうち、山名相模守あて書状の様式をかかげていることから、相模守の官途を有する山名教之にかかわると考えられる。

　教之は備前、伯耆の守護であり、本書に記載されている人々は、伯耆有力者とみてよかろう。主な人々をあげると、

　山名与五郎・山名小三郎・赤松弥三郎・幸松八郎・沢EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かもんのかみ),掃部頭)・小鴨安芸守

次に、「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(（頼),福)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(か）),願)、片山平左衞門尉・藤左衞門大夫・越振飛弾守」をあげる。

　「小鴨弾正忠・塩冶豊後守・遠藤石見守・片山弥三郎・村上将監・淀江右衞門尉・狩野六郎左衞門尉・長左衞門尉・山口平左衞門尉・広瀬」などとみえる。

　このうち東伯耆住人は、山名・小鴨安芸守・越振飛弾守・塩冶豊後守・長左衞門尉・山口平左衞門尉・広瀬がある。
　越振氏は、河村郡の住人と思われる（七月八日付坪付注文・山田文書）。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(えんや),塩冶)豊後守は、塩冶の本姓が佐々木であること、「豊後守」の官途が南条家にみられるところから、南条氏かと思われる。

花庵の伯州泊下向

　これより先、山名時氏は、聖一派の南海宝州に深く帰依していた。因幡の少林寺、伯耆の報恩光孝寺、美作の理済寺など、南海宝州を開山に、山名時氏を開基EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(だん),檀)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おつ),越)に創建。伯耆の報恩光孝寺は、十刹に、少林寺・理済寺は諸山に列する繁栄を見せていた。

　報恩光孝寺は、戦国時代の元亀年間（1570－1572）まで、伯耆倉吉の地に存続していたと思われる。これを証するものに、江戸時代の記録であるが、次のように記している（「三明寺村山名寺、倉吉大岳院懸合一件」）。
　山名寺は、光孝寺之遺跡にて、山名家数代伯州領国之時は、伽藍荘厳を極め候処、永禄年中より群雄割拠、山名家衰微ニ及び、元亀年中光孝寺兵災ニ係り廃寺ニ相成
　と、元亀年中、光孝寺が兵火により炎上したことを伝えている。
　戦国期の伯耆光孝寺に赴いた禅僧の一人、但馬円通寺の花庵は、永禄6年（1563）5月に伯耆にくだった。この事情を『大智院宗派之口面書』によれば、次のように記している。

　永六癸亥年五月十六日棟豊第三年、於宗鏡寺EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ねん),拈)香、同廿三日より伯州下向也、自津山舟ニ而朝之四ツ時小船ヲ出シテ、宵ノ四ツ時ニ伯州泊ノ要害下え着岸也、其ヨリ光孝寺マテ三里也、光孝寺ノ正受院へ落着、南条豊後守ヲ号宗勝、親父三十三年当日六月四日也、陞座拈香共花庵作也、七月十七日ニ伯州大塚至津山着岸也（下略）
花庵は、5月23日、津山より乗船して出発したが、津山は豊岡市津居山港である。この航路は、但州から因幡を経て伯耆に至る行程であり、伯耆の港に「伯州泊ノ要害下」とあれば、これは現在の泊浦である。帰路は「伯州大塚」から出発したが、伯州大塚の港は、現東伯町逢束と思われる。
　泊浦から下船した花庵は、陸路三里の行程で光孝寺に着くという。光孝寺正受院とあれば数多い子院をもつ光孝寺の一EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たつちゆう),頭塔)であろう（小坂博之「花庵行実録抄」博物館会報十三）。
　ここで花庵は、南条豊後守宗勝の依頼で親父三十三年忌をとりおこなったのであった。泊から久米郡倉吉まで陸路をとり、三里の程といえば、東郷湖の南岸を通る古代の官道と同じ道であろう。
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中世の交通と伯耆宇野

　井上鋭夫『一向一揆の研究』には、一向宗（浄土真宗）の因幡・伯耆への進展の事情を史料をあげて紹介している。『本福寺跡書』によれば、近江国（滋賀県）の堅田門徒について次のように記している。近江堅田の集落は、琵琶湖岸に沿って細長く延びて、「宮切・東切・西切」の堅田三方があり、琵琶湖岸の交通の要地であった堅田衆のうち、因幡・伯耆にかかわりをもった人々は、次のようにみえる。

　法住の孫女（法円子）の一族左衞門六郎は因幡の「シマ」に止住しており、その弟近藤三郎衞門はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(（因幡）),イナバ)ノEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(（布施）),フセ)ノニウフウ堂ノアタリニアリ」（『本福寺門従記』）その兄の五郎左衞門は「イナバノミゾノクチ」に住していたが、「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(（伯耆）),ハウキ)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(（宇野）),ウノ)トイフサトヲ、仏法ヲヒラキ、人数五・六十人同行ヲコシラヘテ、道場ヲ一ツEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(（建立）),コン)リウ」した。
　この外に渡那部八郎左衞門は堅田西切の人で、「ハウキノ国EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(（橋津）),ハシ)ツノ八郎左衞門」と記されている。
　「本福寺跡書」によれば、五郎左衞門という人は、伯耆宇野(羽合町宇野)に一向宗の道場を建立した、ことがわかる。宇野・橋津といった河村郡の地名が記録にみえ、この地に真宗がひろまっていった。彼等は商業・手工業に従って琵琶湖岸の浦々で活躍したばかりでなく、遠く日本海の海運業にのり出していた。伯耆国の拠点には、伯耆宇野及び橋津であるが、泊村域をふくめた日本海海運の重要な港に、近江国から数多くの移住者がみられた。

戦国時代の交通と海運
　群雄割拠の戦国時代にあって、中央大社への参詣は行われていた。諸国の状況を知り、見聞を広める機会であったので交通は盛んであった。その一事例をあげると、天正3年（1575）2月、薩摩の戦国大名島津家久（義久の弟）は領国を出発し、伊勢・愛宕山そのほか諸仏・諸神の参詣のために旅出している。この時家久のしたためたといわれる道中日記は、「中書家久公御上京日記」として伝存しており、島津家久は、京都・伊勢・奈良を経て、帰路は山陰路に入り、但馬から氷山を越えて因幡のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つく),舂)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(よね),米)に泊り、若桜を通過後、船岡・吉岡・坂本・青谷を経て、大山寺・尾高・米子にいたる（岸田祐之「中世後期の地方経済と都市」『講座日本歴史』4中世）。
　山陰地方における水運は、室町時代に山陰道の国人が朝鮮にわたり通交をもったことや、美保関が、国内水運の要港であったことはよく知られているが、瀬戸内海にくらべると、注目されることが少なかった。戦国期の出雲国の宇龍浦には、北国船、因州船、但州船が着津しているから、伯耆の諸浦にも立ち寄る船が数多くあり、泊浦にも他国船の出入がさかんであったと思われる。古田良一『東廻海運及び西廻海運の研究』によれば、日本海の海運はその起源は古く、延喜式（主税上）には、北陸沿岸の航路をくわしく記し、因幡国より京都への貢物輸送にも海路によることがあるとしている。
　おそらく山陰道沿岸を東に航し、丹後において陸揚げしたのであろう。室町時代の応仁、文明の乱に、大内氏は西国の糧米を京都に運ぶに際し、日本海航路により越前敦賀に陸揚げしている。天正年中にも敦賀の船が西国の荷物を輸送していた。

　敦賀と西国との間の海運が相当行われていたと思われる。越前・若狭以西の日本海運は、中世において多少の発達をみていたから、日本海沿岸の港は積み出し港で、泊浦もその一つであろう。瀬戸内海も、場合によっては結びつくこともあったであろう。

戦国大名尼子支配下の泊城
　『陰徳太平記』は、『陰徳記』とも『関西陰徳太平記』ともいわれ、岩国の吉川氏の家臣香川正矩が編著し、二男宣阿が補遺した。戦国期における毛利氏を中心とした中国地方の諸家の興亡、諸将の行動も記述したものであるが、実証的なものではない。「陰徳太平記」は格別独創的な書物ではない。美文体の過度、過剰が特徴的なのである。……歴史的な事柄を記録し、正確に世に伝えるなどということは、もはや念願になく、文章のため文章、表現のための表現という観がある（松田修・下房俊一『陰徳太平記』上）。といった指摘もなされているように、記録された内容には十分検討して、史実を確定しなければ利用できない個所もある。本稿では、「陰徳太平記」にみえる泊城やこの地方を紹介し、中世の河村郡笏賀郷をみていくこととする。
　天文年中、伯耆に勢力を有していた尼子氏は、領国支配のために足利将軍家の権威を利用し、家臣団の編成をおこなったのであろう。尼子の政策は、守護の公役催促権を継承、領国内の国人層の掌握につとめた。

　これは、「出雲州衆」といわれた有力国衆に、知行高にもとづく軍役賦課がなされず、「守護役」として、軍事動員をかけたのである（東大出版会『講座日本歴史』4中世）。

　従って、出雲に隣接する伯州でもほぼ同様の施策をとっていたが、大永4年5月、尼子氏のために国外に追われた伯耆の諸氏も少なくなかった。

　天文初年の尼子氏の伯耆支配は、雲州富田城主尼子晴久が、その部将を伯耆に派遣してそれぞれの拠点に配備することによって行われた。『陰徳太平記』（巻第十一　「尼子国久伯州発向之事」）に、「伯耆国の守護吉田筑後守舍弟左京」と記す。しかし、伯耆守護権を行使したのは尼子晴久であれば、吉田筑後守は尼子氏の派遣した伯耆代官とみるのがよい。
　『陰徳太平記』によれば、吉田兄弟の居城は羽衣石城であり、尼子の城番は他に八橋城・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(、、),戸摩)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(、),利)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(、),城)などにもおかれていた。

　雲州尼子に連絡した吉田兄弟の報告には次のようにみえる。
　伯州にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(（尼子),味方)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(方）),内)通の方あり、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(このころ),此比)告げ来り候ふ趣きは、……武田山城守、南条巳下六千余にて当EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(（伯耆),国)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(国）),へ)発向し、八橋、羽衣石、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(、),戸)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(、、),麻利)、此三箇所の内、攻め取るべき軍議の由、申し候、

　この武田・南条らの軍事行動の背景には、尼子主軍が安芸の吉田城辺に集結して毛利氏攻撃をつづけている間に、山陰方面の手薄な時に、大永4年5月に尼子氏によって追われていた伯耆の諸家が連合して、それぞれの本城回復をはかる軍議をなしているというのである。この軍事行動を指揮するために、武田山城守は「伯州馬野山辺へEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(でば),出張)」り、八橋・羽衣石・戸摩利（泊）を攻撃する計画であった（前掲『陰徳太平記』）。「橋津口」に南条豊後守宗勝、小森EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もくの),木工)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じよう),允)、餠之瀬、一手に、武田、山田出雲守重直、行松入道、蓑部他の伯耆の反尼子方の諸家が集結している、というのである。文中にみえる3ヶ所は東伯耆の要衝（いづれも港湾を保持している）で、このうち「戸摩利」は、泊城のことであろう。
　『陰徳太平記』記事で、八橋、羽衣石、戸摩利とあれば、この地域が、天文年中尼子氏の東伯耆支配の拠点であり、尼子氏の保持する八橋城と同様に泊城も重要な港をもつ物資の集散に適した地である。尼子氏にあっても、伯耆支配のためには、軍兵を速やかに配備できる要地の確保が必要であり、泊城はこのために整備されていたのであろう。『陰徳太平記』に記す「橋津川合戦」では、伯州への応援に赴いた尼子国久の援兵によって、主将格の武田は討死した。
　一方、伯耆を回復しようと計画をなした南条はじめ伯耆衆も敗退、彼らはついに本領の回復を達成することができなかった（『陰徳太平記』）。

　この合戦について「伯耆民諺記」、及び内閣文庫本の「伯耆民談記」では、「泊川口之城久津賀庄」の項に次のように記す。
　泊EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(（伯耆),の)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(尼子方),諸将)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(の）),各)芸州へ至り、尾高の城主吉田のみ国へ残る。此虚に乗し、大永崩の伯耆浪輩の諸将、武田山城を大将となし、其勢七千余騎にて、当国に切入、泊の城を攻む。式部少輔も芸州へ赴き、臣の加藤兵蔵・福原弥吉EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ようやく),漸)百余騎の勢にて在城せしに、孟勢の強敵を引受、遂に戦ひ負けて両臣討死す、

　伯州衆は、尼子方の加藤兵蔵、福原弥吉を攻め破ったあと、伯耆連合軍におされて元の城主であった河口刑部は家城の泊城に移ったと記している。
　この年を、天文9年としているが、諸記録を検討して考察するのに、天文年中は尼子氏の伯耆支配が強化されていた時期である。従って、河口刑部が帰城したのは毛利氏の勢力が因伯両国に及んだ永禄年中のことと思われる。
泊城主河口久氏の動静

　八橋城は、西伯耆から東伯耆方面、および因幡の動静を知る重要な地であり、その上、近くの港は物資を積み出したり兵員を補充したりする交通の要衝であった。

　永禄8年(1565)、毛利元就は八橋城にあった尼子の部将吉田左京亮の嫡子吉田源四郎と家臣200余に対して、その討伐を三村家親に命じ、検使として香川光景を派遣した。家親は、将兵2000余を率いてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(（八橋),大江)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(城）),城)（東伯郡八橋）を攻撃、これを陥れた。三村家親の後、毛利元就の命をうけた南条宗勝は、その部将山田越中守、一条市助・正寿院利庵以下600名を入城させ、八橋城を厳重に守備した。
　このように、永禄8年（1565）の後半になると、尼子氏の勢力は出雲の本城富田城近辺に限定されることになり、伯耆一円に毛利の勢力が及ぶこととなった。

　その後、尼子の一族尼子勝久とその一党は、兵を東伯耆の岩倉城に入れて一時期勢力を伸張したこともあったが、毛利氏は鳥取城主武田高信・伯耆羽衣石城主の南条宗勝を派遣し、その上、因幡鹿野城を守備していた湯原元綱も来援して岩倉城を攻めたので、尼子党は敗退し、伯耆は毛利方の諸家の支配が続いた。このころ、河口城主の河口久氏も毛利方に属して、吉川元春の諸隊に従っていたとみられる（『鳥取県史』2中世）。
毛利方の要地泊城

　毛利氏に追われた尼子の一党は織田信長をたよってその復興をはかろうとし、一方、京にあって信長に追われた足利義昭は、毛利方に身を寄せ、足利幕府の再興を策し活発な外交策をすすめ、越後の上杉、甲斐の武田、相模の北条等を語らい、東西呼応して信長を挟撃しようとした。ここに織田・毛利の6ヵ年に及ぶ戦闘の火蓋が切って落された。
　毛利・織田両氏は互いに武力をもって対抗すると共に懐柔政策により相手方の部将を離反させ、味方を優位に導こうとした。

　山陰道の攻略を担当した信長の部将羽柴秀吉は、備前岡山城主宇喜多直家を毛利から離反させることに成功し、山陽道よりする毛利軍の東上を阻止し、ついで、伯耆の羽衣石城主南条元続をも与党とした。このことは、山陰道を担当した毛利方の吉川元春にとっては重大事件となった。

　天正7
年11月下旬、吉川元春は出雲富田城を出発し、元長・経言以下の将兵を率いて伯耆に進み、羽衣石城に対しては、高野宮（河村郡埴見）・松ヶ崎、條山（八橋郡太一垣）の諸城を築き、高野宮城には山田重直を、松ヶ崎城には小森和泉守、條山城には岡本大蔵・田根兵部少輔をそれぞれ城番として入城せしめた。
　南条氏の押としては、杉原盛重・宍道正義・山田重直を留守軍として伯耆に残し、元春は四畝忍山城の攻撃に着手した。
　翌天正8年、元春は、部下の将兵を率いて八橋に入り、同年8月、本陣を茶臼山（現北条町）に移した。杉原盛重父子、宍道正義の指揮する将兵は、長瀬川を渡って南条勢を攻撃し、羽衣石城のふもとまで兵を進めた。

　湯原春綱あて書状に、「去十三日、羽衣石岸際迄相動……残る所なく放火せしめ、稲薙等日々申し付け候」とある（吉川元春書状、湯原文書）。

　羽柴秀吉に従った南条氏は、毛利方の「戸摩利城」にも兵を出して攻撃を加えた。

　『陰徳太平記』巻第六十三に、「伯州戸摩利合戦」について次のように記している。
　伯州戸摩利の城には、杉原播磨守盛重が聟、河口刑部ノ少輔久氏……楯籠りける、……

　この史料によれば泊城に籠った河口刑部少輔久氏は杉原方であり、河口は西伯耆の重鎮で、毛利方の杉原氏と行動を共にしている。

　羽衣石城主の南条元続兄弟は、武田源三郎の勢を伴い天正8年12月2日、河口城を攻撃した。その兵は、「南条が六組の頭山田越中守、南条備前守、一条市助・赤木兵大夫・山田佐助・同畔助」であったが、久氏はこれをよく守備し得たのであった。
　毛利方にとっては、泊城は重要であり、河口氏が泊城によって南条氏に対抗し、毛利方の吉川経家の守備する鳥取城応援のための最前線になっていたのである。

　これより先、天正7年9月、羽柴秀吉の誘いに応じた南条元続は、天正8年以降秀吉の命によって因幡鹿野城にあった亀井玆矩と連絡をとって、しばしば、毛利方の諸城を攻撃し成果をあげた。

『古城跡図志』にみえる泊城

　現在、鳥取県博物館に保管されているもと鳥取藩の史料（鳥取池田家史料）のうち、『因伯古城跡図志』2冊がある。

　同書では、郡ごとにその交通路、村名、など記し、古城の位置を書きいれる。次に古城の見取り図をかかげ、石垣の跡や、人力で加工された砦、平坦な部分の構などを詳細に記している。山の部分は緑で示し、かなり正確に描いている。しかし、城郭の資料としては、いつの時代に構築された砦かという、構築の時期や、これによった国人領主の名をあきらかにすることは出来ない。従って、『古城跡図志』は、歴史資料としては、参考程度にとどめるべきであろう。
　いま同書にみえる泊城の記事を紹介すると次のように記している。

　泊村古城跡山上ノ平地長二十二間横八間位、表通段引有、畑トナリ、石垣ノ形有、高三十間

位ニテ小山也、竹木ナシ、後山高シ、是ニ木有、山上ニ水少シ出ル、表海近クシテ七八町沖ヘ大船着
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織田方水軍の編成と泊城攻撃

　『信長公記』巻十一によれば、天正6年（1578）11月、九鬼嘉隆は6艘の大船で毛利水軍に対決し、6艘の舷側の大砲の砲門を一斉に開いて、石山本願寺の応援に赴いた毛利水軍を威圧した。これより先、同年6月、信長は九鬼嘉隆に命じて大船6艘、滝川左近一益にも大船1艘を白船の仕立で造らせ、順風を見はからって熊野浦を船出、大坂表へ回送した。この船は、大坂の要所に配置され、海上警備に当った（『信長公記』）。

　大船とはどのようなものであつたかといえば、興福寺多聞院英俊らの『多聞院日記』によると、長さ12、3間（約24メートル）、幅7間（12.6メートル）船体主要部の装甲に鉄板を用い、大砲3門、長銃多数を備えていたという。
　信長の戦術のうち、大船建造の目的は、本願寺に対して水上に付城を築いて完全な封鎖を図り、重火器と重装甲を備えた大船を補給水路に置いたものである。

　天正8年（1598）3月、摂津荒木村重一族、荒木志摩守元清の籠る花隈（華熊）城に安宅船70艘を率いて攻撃、生田森の陸上戦を行っている。

　織田方の水軍の中心をなしていたのは、九鬼嘉隆で、九鬼浦より出た志摩半島志摩十三地頭九鬼衆の盟主的存在であった（佐藤和夫『日本水軍史』原書房）。

　天正9年8月の因幡・伯耆の情勢は、織田信長の羽柴秀吉にあてた織田信長黒印状に次のようにみえている。

　（前略）

一、 鳥取表の事、先度桑名にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つぶさ),具)に申し遣わし候、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いよいよ),弥)丈夫に覚悟せしむるの由、尤も以って然るべく候、彼の城中の下々日々餓死に及び候旨、実儀たるべく候。……

（中略）

一、 鹿野と伯耆の間にこれある敵城へ南条は押し詰め、一戦に及び数多く討ち取り、討ち入り仕り候て、乗り取るの由、近来神妙に候。粉骨の段、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(よくよく),能々)　　、猶珍事候はば、節々注進すべく候也。
　　　　　　　　信長（黒印）

　　　八月廿日

　　　　羽柴藤吉郎とのへ

　この書状は、織田信長が、因幡鳥取城攻囲中の羽柴秀吉の報告を得、秀吉に指令を与えた書状といえよう。その大意をあげると、鳥取城攻囲軍が、いよいよ堅い決意で任務にあたっており、城中の下々のもので、餓死者がでていることを認め、次に、伯耆の羽衣石城主南条元続は、鹿野城を守備した織田方の先鋒亀井玆矩と連絡をとって、鹿野と伯耆国との間の毛利方の諸城を攻略している。

　一方、海上からする支援は、丹後国の水軍が因幡方面に展開していた。細川家文書によれば、9月16日付の織田信長黒印状（長岡忠興宛）に、次のようにみえている。
　其国船手之輩、伯州面へ動の趣、委細聞き届け候、尤も以って神妙候（下略）

　とあり、丹後の長岡氏の船手（水軍）が因幡鳥取城の攻撃軍を、海上から支援していたことがわかる。

　丹後の水軍は因幡沖から伯耆に侵入、毛利方の鳥取支援のための最前線であった伯州泊城を攻撃した。この事情は次の文書にくわしく記している。
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EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おりがみならび),折紙并)に松井の注進状披見を加え候、仍って、伯州面に至って深々と相働き、泊城へ押し入り、数多く討ち捕り、悉く放火せしめ、敵船六十五艘を切り捨つるの由、尤以て比類なきの働き、神妙に候。然して打ち入り候刻、大崎城より罷り出て候処に、則ち追い崩し、かの山下焼き払い候の旨、旁以って感EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(（状）),情)浅からず候、能く能く相い究め、弥粉骨を抽んずるのよう、申し聞かさるべき事専一に候也
　　　　九月十六　　　信長（黒印）

　　　長岡兵部大輔殿
　これによると、羽柴秀吉方の水軍は丹後の長岡藤孝に属しており、藤孝の臣松井康之は、

毛利方の水軍と因幡湊川口に戦い、鹿足元忠の水軍を破り、更に伯耆泊城に進んだ。この折、泊浦にあった毛利の軍船を65艘切り捨てたというのである。
　これに対抗する毛利方では、大崎城（気高町奥沢見）から支援部隊を派遣したが、この兵も追い崩されたとみえている。
　この秀吉の作戦は、因幡鳥取城にこもる吉川経家を支援するため、伯耆に進出してきた吉川元春らの毛利軍に対抗するものである。

　これをもってみても、天正9年の鳥取城攻撃の折、鳥取援助のための毛利方の前線が伯耆泊城で、泊の重要性がうかがわれる。
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豊臣政権と東伯耆の情勢

　鳥取開城の後、秀吉は殊勲者の宮部継潤に高草・八上・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おお),邑)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(み),美)・法美（鳥取市と八頭郡の一部）4郡4万3600石と、但馬2方郡で7370石、合計5万970石を与え、鳥取城主とした。また天正8年以来、鹿野城にあって吉川元春に備え、戦功の大きかった亀井玆矩には、気多郡1万3800石を与え、鹿野城主とした。因幡では、若桜鬼ヶ城に荒木平大夫、磯部兵部大輔（用瀬景石城）・垣屋光成（浦富桐山城）を、それぞれ封じた。
　伯耆では、河村・久米・八橋（八橋城を除く）東伯耆の3郡4万石を南条元続に与え、羽衣石城主にした。従って、河村郡内の泊村の全域は、南条氏の領有するところとなった。

　豊臣政権下における因伯の諸大名の多くは、秀吉と深いかかわりをもっていたが、なかでも、宮部継潤は豊臣家譜代の重臣として、因伯両国の諸大名を統制した。いま、その事例をあげておこう。

　文禄4年8月16日付判物によれば、宮部継潤は、「伯州東三郡之内を以て弐百石」を小橋覚兵衞に給付した。慶長4年8月23日付の判物に、「伯州八橋郡別所村之内を以て」3百石を扶助するとし、所領の所付けも記している（「小橋文書」）。
　三仏寺文書のうち、次の史料がある（『鳥取県史』2中世所収一七五号文書）。

　慶長4年10月10日付の友田勝右衞門尉吉政の折紙によれば、三徳山惣中に対して、「坂本之内、高百石之分」を相渡している。友田吉政は宮部氏奉行人であり、河村郡内三徳山領の所領の宛行には、宮部氏もかかわっていたのであろう。
　前掲伯州東三郡のうち、八橋郡別所村、河村郡三朝谷坂本村といい、伯耆東三郡内の所領の宛行状、寄進状が発給されている。これが宮部継潤及び、その奉行衆であったことは注目される。東三郡は、南条元続の所領であるが、南条領内に秀吉の直轄地が存在していたと思われる。秀吉直轄地（蔵入地）を管理していたのは秀吉の譜代宮部氏である。恐らく、文禄、慶長期になると、秀吉はこの蔵入地を宮部継潤に所領として与えたと思われる。

　南条領としての河村郡のうち、羽衣石城にかかわる地域、南条重臣の支配関係の記録は二、三伝来しているが、河村郡久津賀にかかわる史料は伝わらない。従ってこの時の泊城の支配については、将来の研究課題である。
関ヶ原役から鳥取藩成立まで

　関ヶ原の役後、伯耆一国17万5000石は、中村忠一が領有したが、忠一は慶長14年（1609）に早世、その後数年間、久米河村両郡は幕領に編入された。
　元和3年（1617）、池田新太郎光政は播磨から転じて、因幡、伯耆一円の領主となる。光政の治世は十数年で、やがて、寛永9年（1632）備前岡山に移封となり、かわって岡山の光政の従弟にあたる池田光仲が因伯の領主となり、ここに鳥取池田家がはじまる。幕藩体制下の「因州藩」、「鳥取藩」が誕生したのである（『鳥取県史』3近世政治）。
